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〈会員広場〉

光三師会会長になるにあたって

光歯科医師会長 森本博士

このたび光歯科医師会の会長選がありは

からずも私が会長と言う事になり大変な事

になったなと思っていた所、又今年から2

年間は我が歯科医師会が当番という事で幸

か不幸か儀本先生もしなくてよかった三師

会会長を弱輩者ですがやる様になったとい

うしだいです。それで最初の仕事が医師会

から頼まれたこの原稿です。汗をかきかき

鉛筆をナメナメない智恵、をしぼり今書いて

います。という事で今後の御協力よろしく

お願い致します。さて伺を書くのかは歯科

医師会の事、医師会あるいは医師会員との

支流に関する事、三師会に関する事、又自分

の趣味の事についてにと言う事でしたので

掃を追って書いてみましょう。まず光歯和

医師会の事ですが会員は21名理事は私を

含め7名、ロでもこの三師会の活動の中心

になってもらうのは副会長の佃、事務の平

田、厚生担当の清木の各先生方です。彼らは

若いのですが寵本体制下で理事として鍛え

られた優秀な人材です。それで・私は“あっそ

う、じゃあそうしよう”とだけ言っとればよ

いような会長になれると確信しています。

次に医師会及び会員との受流に関してです

がこれを思うとイの1番に故亀田先生の事

が思い出さずにはいられません。昭和50年

～5ワ年のわずか5～6年の閤の事ですが、

色んな事を教わりました。酒を飲んでも女

性を相手にしでもあの明るく快活な性格で

みんなを楽しませてくれました。おかげで

朝帰りではなく診療前帰りという事もしば

しはあり‘女房の機嫌取りて・大変だったの

を昨Bのように覚えています。この様に亀

田先生のエピソードを色々と書いていくと

先生の悪友であるあえて匿名でヒゲの下先

生、白髪のT先生、 F先生、そして醤科のM

先生達に御迷惑がかかるがもしれないの

で、この辺で筆をおきます。ここまで書いて

きているとれ森本お前が会長か、ァ、ソハハ

ハ”と同情とも心配ともつかぬような声が

聞こえてきました。“まっ頑張るしかない

か！”。ところでヒゲのT先生、白髪のT先

生、毛の不自由なM先生、私が頑張るには後

見役として御指導の程よろしくお願いしま

す。ほら亀田先生の“お前らそうしてやれ”

という天国か地獄からの声が聞こえるで

しょう。最後になりましたが私の趣味とし

ては本来は仕事と貯金でしたが、故亀田先

生をはじめとする諸先輩方から色々な「楽

しい趣味」を教えてもらい私の方も紫質が

あったのか f楽しい趣味」が快い日々でし

た。しかし50を前にしたこの頃では還患を

すぎた歯科のM先生にuおい行こう”とおさ
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ぞいを受けても御辞退申し上げる程になっ ションのスイングでそこそこ打ち一打でピ

ており、そういう「楽しい趣味」からは遠ざ タと寄せそして 1パ、ソト。どうしてこれだ

かつております。しかしそういうM先生を け寄せパットがうまいのか練習も全くしな

元気だな、あんたは偉い！という気持ちは いのにこれは我々の謎です。それで守田先

まだもってはいますけど・…・・。という事で 生などは勝っているとf消しにくるかいJ負
ここ最近一番の趣味はゴルフです。ゴルフ けていれば「消しに行くよ」と言われ我々

麿は昭和51年からですから約20年ぐらい 恐々としています。また横山先生はハン

あるのですが何分にも練習が嫌いて・やっと ディ－10で私の一番のライバルでしたが1

昨年から練習をし始めたぐらいです。ゴル 昨年の病気以来今年ぐらいから本格的に復

フは楽しいですね。20年間続いたのもこれ 帰されました。最近ではプレー中のポヤキ

だけです。逮中、ヨットやポートそしてス も復活しドライパーもアイアンもよくなり

キ一等もやりましたがやはりゴルフが一番 バターなどは以前よりもうまいかなと思う

私に合っていました。私がゴルフが出来る ぐらいに回復して来られました。なのに「ま

のもやはり医師会をぬきにしては語れませ だ池を見ると発作が出るJとか何とか言っ

ん。ゴルフは1人では出来ません。毎週々々 てハンディを返しくれません。それでこの

B曜祭白ゴルフをするためにはゴルフ友達 誌面を信りて f呈期返還のお願いを致した

が必要です。それで医科では竹中先生、前田 いJと思います。

先生、横山先生、歯科では守田先生、諏訪先 升目をうめるために色々取り止めのない事

生でグループを作りメンバーが足りない時 を書いてきましたが約束の枚数に近ずいて

は光武先生、兼清先生さらに最近では松村 きたのでこの辺で筆をおきたいと思いま

先生にも入ってもらいプレーをしていま す。なお、歯科医師会会長として又士師会長

す。では2～3の先生方のプレーを少し書 としてなにしろ新人ですからよろしく御指

いてみましょう。まず長老の竹中先生は飛 導、御協力の程申し上げます。

く びませんが手堅いゴルフで特にジガーを持 追伸

たすとこれが私々の脅威になっています。 文中に不敬な事もあったと思いますが当局

次に前田先ととですがこれがなかなかの勝負 は一切関知致しません。

師で「一打二打は遊びよJと独得の二段モー
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6月度定例理事会

日時： 6月11日（水） 午後？時30分～

場所：医師会事務局

出席者：近藤、前回、梅田、光武、藤原、

柏村、赤崎、河村、吉村

議題：

1 ）医師会長会議の報告 （近藤会長）

2）保険担当理事協議会の報告

（光武理事）

3）市民へのアンケートについて

（梅田理事）

梅田理事が原案を作製し、次回の理

事会で検討する。

4）看護婦意識調査の検討と分析

（近藤会長）

5 ）納涼懇親会、家族親睦旅行について

（河村理事）

納涼懇親会一？月31日の予定

家族親睦旅行－10月26日の予定

6）監事ー裁定委員の欠員の件、近藤会長

欠員の補充はしない旨、理事会で決定

7）その他

＠保健婦と医師会役員との話し合い

近いうちにおこなう。

。院外処方に関する件（定時総会の

会長の挨拶に関して）

薬五師会との話し合いは、情勢変

化のため、しばらく先送りする

。地区MR Cの会の学術講演の件

6月度例会

日時： 6 月248~ 午後7時～

場所：光商工会館

講演会出席者： 52名（光市医師会22名）

1997 

〔学術講演会〕

演題 fMR lの基礎と臨床についてj

講師 山口大学放射線科本城和光先生

〔例会〕

1)役員の欠員について のその他

近藤会長挨拶
定時総会の時に回し上げましたが、只今

裁定委員と監事の役員が2名欠員になって

おりまして、 6月の理事会で検討致しまし

たところ、 2名の欠員があっても職務遂行

には、差支えはないであろうという事でご

ざいますので、補欠選挙はおこなわず、こ

のまま来年の3月の任期一杯迄いくという

事に決定致しましたので、そのようにお願

い致します

ぞれから総会の時に、 「院外処方になら

ざるを得んだろうjという事を申しまし

て、薬剤師会と話し合いはどうかなという

事を申し上げましたけども、今、大変な勢

いで情勢が変わっておりまして、先の見通

しがつきません。それで薬価基準もはずれ

るという話しもございますし、あるいは院

内薬局の調剤薬局化というような事を、日

本医師会が言い出しておりまして、これが

どう転ぷか全く予想がつかない状態になり

ましたので、今しばらく様子を見て、その

上で判断致したいと存じておりますので、

もうしばらく様子を見させていただきたい

と思います。
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平成9年度 光市学校保健会総会

日時平成9年6月26日同 13時30分～ 場所光市役所3階大会議室

r－－つ逗；～・一一一・～………～・～・～・一～・～ー・～・1
~ '1，平成8年度事業報告及び決算報告 ； 
i (2）平成8年度会計監査報告 ； 
~ (3）平成9年度役員選出 ： 

r ~ (4）平成9年度事業計画（案）及び予算（案） ； 
! (5) その他 ； 
~ 〔研修会〕

l テーマ「こども達の日常生活を通じて心身の健康を考えようJ ｛ 
~ ( 1) 3年間の小児成人病検診を通して ； 
！ 三井小学校医 河村裕子先生 ； 
~ (2, アトピー性度膚炎について ； 
！ 光市立病院小児科 横山宏先生 ~ 
~ (3) 0・157いまできることは ； 
l 浅江小学校医 佃 邦 夫 先 生 ； 
l （ι）梅雨時の環境衛生と孫のような子供達への提言 ！ 
！ 学校薬乱師 訟本則一先生 ~ 
~ (5）保健室から見た子供たちの心と体の様子 ~ 

！ 浅江中学校養護教諭 坂本桂子先生 I 
l (6）阻閣と給食時間

i 浅う工中学校医 圏本法雄先生 ； 
（医師会員の講演）

河村裕子先生 横山宏先生 佃 邦夫先生

5 



6 

光市医師会報 1997 

( H. 9. 6. 26一光市養護部会）

「子供たちの生活習慣を通じて心身の健康を考えようj
・・保健室から見た子供たちの心とからだの様子より・．

1 .生活習慣について

①睡眠

①食事（朝食・間食・夜食）

2.子供たちの心の問題

3.今後の課題

－規則正しい生活と食生活の改善

（偏食－やる気－友達関係について）

〔保健室から見た子供たちの心と体の様子〕 （ 
浅江中学校養護教諭 坂本桂子先生

まず養護部会からですが、各学較で「生

活習慣などについてJ調査された結果か

ら、また気付きから、 「保健室から見た子

供たちの心と体の様子jについてご報告を

致します。今回は主に睡眠と食事、特に朝

食について取りよげてみたいと思います。

最近子供達がいそがしいとよく言われて

いますが、光市においても同様な事力宮え

ます。塾や習い事それに中学生では部活動

も加わって、十分な睡眠時間が確保するの

が難しくなっている子供が増えています。

子供は回復力が旺盛なために、次の臼迄疲

れを残さないと言ってもよいでしょうが、

ひょっとしたら体の疲れに気が付いていな

いのではないかと不安になります。しか

し、一方ではテレビを遅くまで見ていて、

中学生では2時間から4時間見ている者が

半数を占めています。疲れているためにだ

らだらしているうちに時間が過ぎる事もあ

るでしょうし、撃などで忙しい白では、こ

の時間がいるとほっとする時間帯なのかも

しれません。

ある小学校の気付きでは、学校での生活

も朝はすっきりした気分で「さあやるぞJ
という感じで出かけていかなければいけな

いのですが、だるそうにしていて、給食を

食べて放課後近くになって、やっと元気が

出るというふうな子供が見受けられるよう

です。また放課後になると保健室に来て、

溜患をついている子がいるようです。 「ど

うしたのかな」というふうに訊ねると f塾

に行かなければいけないんだ」というふう

に言っておるそうです。

次に朝食についてですが、ほとんどの子

供か潤食を摂取しているようです。朝食を

摂取しない子供はほぼ決まっていて、その

理由に時間が無い、欲しくないとか、食べ

たら気持ちが悪くなるなどをあげていま

す。これらの子供は朝食抜きの生活がほぼ
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習慣化されているようで、大変問題だと思 てみましたら、毎日のようにおかずを残し

います。欲しくないという答えの子供につ ていました。その事で家での様子を聞く

いて、その生活を見ていると、夜食の習慣 と、家ではよく食べているといいますが、

があったり、 午後9時以後におやつを食べ 自分の好きな物だけを出してもらっている

るくせがついていて、その時刻になると体 傾向が見受けられます。食べ物の好き嫌い

が要求するようです。また十分な睡眠を が友達の好き嫌いを生むのではないかと気

取っていないために、すっきりした目覚めが になっています。もしその関係が考えられ

できず食欲がわかないとか、時間不足という るならば、小さいBきからの偏食をなくして

事もおこってくるのではないで・しょうか。 おかなければいけないのではないかと思い

また朝食の内容について見てみますと、 ます。またこれからも小学校、中学校時代

小学校ではご飯と味噌汁が圧倒的に多く の偏食が少しでも少なくなるような家庭で

て、次にパンとおかずになって大変よい傾 の協力をお願いして、指導していく事が今

向だと思います。ところがなかには、パン 後の課題だと思います。以上養護部会から

とジュースやデザートとか、ご飯のみまた ほんの簡単な一部をお知らせ致しましたけ

パンのみもかなり多くいるのにひ．っくりし ど、これを「保健室から見た子供たちの心

ました。 中学校においては主食と飲み物の とからだの様子Jで、一応報告させていた

みだけという生徒が半数近くいます。しか だきたいと思います己なお、今簡単に申し

も飲み物としてコーヒーや紅茶という者が 上げましたけど、そういう事で私達は、保

多いようです。成長期の子供にとって、 1 健室の方でいろいろな生徒を見ていて気付

日の活動源として少し物足リないように思 きも沢山あリますけど、特に主にあがって

います。これて・ほやる気、気力も湧かない いるこういうふうな食事、朝食、疲れ、腫

のではないでしょうか。 眠時間、そういうふうなのが気になってお

つづいて「子供たちの心の問題Jに移リ りましたので、この場で報告させていただ

たいと思います。最近の子供の心の問題、 きました。

例えば友達付き合いがうまくいかない、そ この事について先生万のご意見とかご指

のために学校が面白くないなど‘これらは 導いただければ、今後の指導に役立てたい

前に述べた基本的生活習慣の乱れと、大き と思いますので、宣敷くお願い致します。

く係わリがあるように思われます。教室に どうも有難うございました。

入れなくなり、保健室で生活していた生徒 （諸演を録音し 再山町う
の例ですが、その生徒と一緒に給食を食べ 文責一吉村

7 
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「保健サービス評価報告書」より

保健サービス評価支援総括委員会

山口県保健福祉部 作製 （平成9年 3月）

山口県のおこなった「保健サービス評価

支援事業Jの評価報告書が発行されました

ので、その中よリ一部を抜粋し、掲載致し

ます。

この報告書は、平成8年度に山口県で

行った「保健サービス評価支援事業」 をも

とに、山口県の老人保健事業の現状や課題

について評価・分析した結果について取り

まとめたものです。

基本健康診査

1 健康診査対象者の把握

健康診査対象者の把握に当たり、訪問調査

等により、ほぽ正確に対象者数を把握してい

るのは5市町村で、アンケート調査等により

概ねの対象者数を把握しているものが33市

町村、また、住民票等により対象者数を把握

しているものが15市町村となっている。

なお、 3丙町村においては、対象者数を把

握できているとはいえないとの回答となっ

ている。

2 健康診査結果の記録管理

健康診査記録が、個人別、年次別にみるこ

とができるよう管理されているのは49市

町村で、一部の受信者のみ健康診査結果を

年次別にみることができる 3市可村を泊え

ると、 9割以上の市町村において記録管理

がなされている。

しかしながら、一部の市町村においては

健康診査記録の管理は行っているものの、

個人別、年次別に整理されておらず、また中

には、特に健康診査記録の管理をしていない

との自己評価がなされている市町村もある。

3 健康診査計画の策定

健康診査計画の策定に当たり、毎年、医師

会・受託実施機関等の関係者を含めた常置

委員会で検討しているのは8市町村で、常

置委員会はないが、関係者と調整するため

の会議をもっているものが37市町村となっ

ている。

また、特に外部の関係者とは調整してい

ないものが6市町村、さらに、健康診査計画

の策定が担当者に一任されているものが5
市町村見受けられる。

4 評価

健康診査後の生活習慣改善指導によって

受信者の生活習慣の改善が行われたかどう

か、毎年、必ず評価を行っているのは2丙町

村のみで、 一部の健康診査についてのみ評

価を行っているものが24市町村となって

いる。

一方、 16市町村においては健康診査後の

評価がなされておらず、また、 14市町村に

おいては、その評価は担当者の判断に任さ

れている現状である。

5 健康診査情報の把獲

個別健康診査の受託実施機関から受診者

の関連情報（受診暦、保険種別、保健指導の

内容等、を必ず得ているのは 14門町村で、

時々情報を得ている 10市町村を加えると、

全体の42.9%の市町村において情報が把

握されている。
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なお、健診結果のみを受託実施機関から 基本健康診査の結果、指導が必要と思わ

得ているものは 11市町村で、基本健康診査 れる者に対し指導を行った割合をみると、

を個別方式により実施していないものは 14.2%以上の市町村が40(71.4%）と最も

21市町村となっている。 多く、以下7.7～14.2%が8、3.4～7.7%

6 総合健康診査の実施状況 が2、3.4%来満が6となっている。

総合健康診査を実施しているのは、 2市

町村のみで、本県のみならず、総合健康診査 がん検診

への取組みは全国的に低調となっている。

また、自己評価にも表れているが、老人保 1 ハイリスク・ グループの把握

健事業の実施要領に定める総合健康診査の

要件を十分理解していない市町村が朱だに

認められる状況にある。

なお、来実施市町村の内、 33市町村にお

いては総合健康診査への取組みを検討した

ことがあるものの、 17市町村においては検

すべてのがん検診において、ハイリスク・

ク．ループが把握されているのは3市町村の

みで、一部のがん検診についてのみ把握さ

れているのは 19市町村となっている。

一方、ハイリスク・グループの要件は設定

しているものの、該当者の把握が行われて

討したことがないとしている。 いないものが6市町村、さらに、ハイ jス

7 基本健康診査の受診率 ク・グループの要件そのものを設定してい

平成？年震における基本健康診査の県立 ないものが28市町村認められた。

均受診率は36.9%で、市部平均32.1%、町 2 がん予防対策の実施

村部平均49.2%となっており、町村部の方 がん予防対策を一次予防から三次予防ま

が全般的に高い状況にある。 で総合的に行っているものは7市町村で、一

時系列にみると、近年、受診率は伸び悩み 次及び二次予防の連携を図りながら実施し

の状況にあり、対前年度比で市部0.7%、町

村部0.3%の減少となっており、県全体では

0.6%の減少となっている。

8 基本健康診査の要指導率

平成7年度における基本健康診査の要指

導率は、県平均35.0%、市部平均34.4%、

町村部平均36.1%で‘町村部の方力T若干高

くなっている。

市町村別にみると、 35.4%未満の市町村

が27(48.2% となっており、以下、 35.4

～38.8%が？、 38.8～43.8%が8、乙3.8

%以上が 14となっている。

9 基本健康診査の指導実施率

ているものが21市町村、また、一次及び二次

予防を実施しているが十分に連携がとれて

いるとはいえない状況にあるものが14市町

村、さらに、検診を実施してはいるものの、が

ん予防対策が十分であるとはいえない状況

にあるものが14市町村となっている。

3 受診率の目標達成見込み

すべてのがん検診について国の受診率目

標を達成できるとしたものは8市町村で、

一部のがん検診について達成できるとした

ものは37市町村となっている。

また、すべてのがん検診において、自の

受診率自標の達成が難しいとしたものは、

9 
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11市町村に上っている。

4 手しがん自己検診の状況

乳がん自己検診の普及を図り、実施状況を

把握しているのは？市町村で、自己検診の普

及を図つてはいるが、実施状況の把握ができ

ていないものが48市町村となっている。

なお、乳がん自己検診の普及を図ってい

ないものが、 1市町村見受けられる。

5 肺がんと喫煙

肺がん検診受診者に対し、必ず喫煙歴・

血疾の有無を問診で確認し、記録を残して

いるのは49門町村で、全市町村の87.5%

を占めている。

残りの7市町村は、問診で必ず喫煙歴－

血療の有無を確認しているものの、記録を

残していない状況にある。

6 大揚がん精密検査体制

大腸がん検診精密検査体制の整備に当た

リ、精密検査能力を持つ医療機関を把握し、

さらに医師会等外部との協議を行っている

のは10市町村で、医療機関の把握は行って

いるが、行政機関内部のみの検討となって

いるものが36市町村となっている。

なお、精密検査体制が十分に整僑されて

いないとしたものは5市町村で、大腸がん

検診を外部に委託しているので、精密検査

体制が十分かどうか把握していないとした

ものが5市町村であった。

7 胃がん検診の受診率

平成6年度における胃がん検診の県平均

受診率は1ワ.6%で、全国平均受診率13.8%

を上回っているものの、平成7年度は17.0%

となり、受診者数も之169人減少している。

また、平成7年度における市部平均受診

率は13.7%、町村部平均受診率は25.9%

1997 

で、町村部の方が市部に比べ2倍弱程度高

くなっている。

8 胃がん検診の要精検率

平成7年度における胃がん検診の県平均

要精検率は12.2%となっている。

また、平成？年度における市部平均要精

検率は13.0%、町村部平均要精検率は11.2

となっており、市部の方が若干高くなって

いる。

9 胃がん検診の精検受診率

平成7年度における胃がん検診の県平均

精検受診率は85.2%となっている。

また、平成7年度における市部平均精検受

診率は83.7%、町村部平均糖検受診率は87.6

%となっており、町村部の方が高くなって

いる。

10 子宮がん検診の受診率

平成6年度における子宮がん検診の県平

均受診率は17.7%で、全国平均受診率15.5%

を上回っているものの、平成？年度は16.9%

となり、受診者数も2,342人減少している。

また、平成7年度における市部平均受診

率は15.0%、町村部平均受診率は22.8%と

なっており、町村部の方が高くなっている。

11 子宮がん検診の要精検率

罪成7年度における子宮がA検診の県平

均要精検率は0.7%となっている。

また、平成7年度における丙部平均要精

検率は0.8%、町村部平均要精検率は0.6%

となっており、南部の方が高くなっている。

12 子宮がん検診の精検受診率

平成7年度における子宮がん検診の県平

均精検受診率は88.5%となっている。

また、平成7年度における市部平均精検

率は87.7%、町村部平均精検率は90.6%と



光市医師会報 1997 

なっており、町村部の方が高くなっている。 検率は3.5%、町村部要精検率は3.9%と

13 肺がん検診の受診率 なっており、町村部の方が高くなっている。

平成6年度における肺がん検診の県平均 18 乳がん検診の精検受診率

受診率は31.6%で、全国平均受診率20.7% 平成7年度における乳がん検診の県平均

を上Eっているものの、平成7年度は31.6 精検受診率は86.5%となっている。

%と同率であるが、受診者数は377人減少 また、平成7年度における市部平均精検率

している。 はは86.4%、町村部平均精検率は86.6%と

また、平成7年度における市部平均受診 なっておリ、ほぽ同じ精検率となっている。

率は22.3%、町村部平均受診率54.7%と 19 大腸がん検診の受診率

なっておリ、町村部の方が市部に比べて 2 平成6年度における大腸がん検診の県平

倍以上高くなっている。 均受診率は14.0%で、全国平均受診率12.2

14 肺がん検診の要精検率 %を上回っており、平成7年度は14.4%と

平成7年度における肺がん検診の県平均 0.4ポイント増加している。

要精検率は3.8%となっている。 また、平成7年度における市部平均受診

また、平成7年度における市部平均要糧 率は9.8%、町村部平均受診率25.9%となっ

検率は4.6%、町村部平均要精検率は3.0% ており、町村部の方が市部に比べかなり高

となっており、丙部の方が高くなっている。 くなっている。

15 肺がん検診の精検受診率 20 大腸がん検診の要精検率

平成7年度における肺がん検診の県平均 平成？年度における大腸がん検診の県草

精検受診翠は86.0%となっている。 均要精検率は9.8%となっている。

また、平成7年度における市部平均精検 また、平成7年度における門部平均要精検

率は89.1%、町村部平均精検率は81.1%と 率は9.3%、町村部平均要精検率は10.3%と

なっており、市部の方が高くなっている。 なっており、町村部の方が高くなっている。

16 乳がん検診の受診率 21 大腸がん検診の精検受診率

平成6年度における乳がん検診の県平均 平成7年度における大腸がん検診の県平

受診率は13.5%で、全国平均受診率12.0% 均精検受診率は78.9%となっている。

を上回っており、平成7年度も13.5%と同率 また、平成7年度における市部平均精検

であるが、受診者数は123人増加している。 率は80.3%、町村部平均精検率は77.7%と

また、平成？年度における市部E均受診 なっており、市部の方が高くなっている。

率は12.1%、町村部平均受露率は17.8%と

なっており、町村部の方が高くなっている。 徳山環境保健所地区の謁査に、地域委員

17 乳がん検診の要精検率 として医師4名が保健所の協力のもとに、

平成7年度における乳がん検診の県平均 管轄地区の謁査に加わっております。

要精検率は3.7%となっている。 徳山医師会－ 2名、下総医師会－1名、

また、平成7年度における市部平均要精 光医師会一 1名（吉村が参加致しました）

11 
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心電図研究会 （第108回）

光市・ 下訟医師会合同

日時： 6月13日幽午後7時30分～

場所：光商工会館

出席者： 12名（光市8名）

講師：河野隆任先生

症例：

1 ) 81才、♀、（診断）肺梗塞

2) 65才、♀、（診断）繰り返す肺梗塞

3) 63才、宮、（診断）心尖部肥大型心

筋症

戸7トゲン勉強会 （第18図）

日時： 6月3日ω午後？時30分～

場所：医師会事務局

出席者：8名

講師：徳山中央病院岡本安定先生

症例を岡本先生が解説された。

11111あとが‘き 11111

梅雨入りが発表された後も晴天がつづき、

今年はカラ梅雨かと思っておりましたら大

変な雨に見舞われました。九州では約10日

の聞に、 1年の降雨量の3分の1を記録し

た場所もあったようです。報道でご存知の

ように、鹿児島県では集中豪雨による土砂

くずれで、大きな被害が出ました。

「集中豪雨Jと言う言葉は苦から使われて

いるのかと思っておりましたが、昭和28年

8月に最初に使われたのだそうで、意外な

感じが致しました。

梅雨明けのころは雷を伴った大雨か確り

やすいと言われておりますが、光地方も謂

1997 

れ通り、猛烈な稲妻・雷で梅雨が明けたよ

うです。

7月23日の暑さの絶頂期と言い伝えら

れる f大暑」を向かえ、暑さが急にきびし

くなってきました。しかし、例年に比べ夜

明けの気温が少し低いように感じます。

平成9年度光市学校保健会総会の研修会

で、浅江中学校の坂本先生が「保健室から

見た子供たちの心とからだの様子より」と

言う誌をされましたが、学校医として大変

参考になりましたので掲載致しました。な

かでも「食べ物の好き嫌いが、友達の好き

嫌いを生むのではないかJと言う言葉が大

変示唆に富んだ、目新しい着想と印象に残

りました。

今年度より、光市医師会も胃ガン個別検

診を始めます。「保健サービス評価報告書j

が平成9年3月に出されましたので、光市

における基本健診、ガン検診の現状に、な

にか参考になればと思い、一部を抜粋し掲

載致しました。

今月号には特別寄稿として、光歯科医師

会長の森本先生に、医師会の先生方との受

友（交遊つ）録を中心に、筆をわずらわせて原

稿をいただきました。有難うございました。

これから一段と暑さも厳しくなり、熱帯

夜もつづくと思われます。暑さには十分に

お気をつけ下さいますように。 （吉村）
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